


























な木板を身部に使用していたようだ。[ 図面 71- ⑦：
最大横幅 8.0cm、総高 4.1cm、重量 33.7g；図面
71- ⑧：最大横幅 7.9cm、総高 3.8cm、重量 26.9g]
原載：
慶州文化財研究所編 1994『皇南大塚 ( 南墳 ) 発
掘調査報告書』本文篇 , 文化財管理局文化財研究
所 :118-122.





























て腐食がひどく、出土当時、耳杯とみられる 4 ～ 5
個分、内部が 4 区画に分かれた方形鐉盒とみられ


























































































( 大谷 育恵 訳 )
Ⅰ . はじめに
　漆は漆の木から採取した天然塗料で、古代より日
常生活用具と工芸品など各種器物の外観を飾る材料
として利用されてきた。わが国では慶尚南道義昌郡
茶戸里と全羅南道光州市新昌洞などの地から多数の
漆器資料が出土しており、それ以前の時期である青
銅器時代から漆器が製作・使用されていたことが確
認された。
　漆技法は各時代と周辺環境の影響を受けて変化し
たり発展したものであり、漆技法は時代的・地域的
特性を通過してきている。したがって漆技法の細部
的な部分を把握することは、漆を媒介とする文化の
交流を解明するための大きな助けとなる。
Ⅱ .調査対象および方法
2.1. 調査対象
　金冠塚から出土した漆器を対象としたが、元々の
形態を保っているものはない。このうち、試料採取
が可能な 7 点を対象に調査した。大体の漆器は内
側が赤く外側が黒い色に作られているため、同じ番
号で登録されたもののうち、赤く見える漆片とそれ
